
 

 

 

 

 

 

 

９月２９日（月）に東京科学大学（旧・東京工業大学）の青野研究室の青野先生と教員、

大学院生が来てくれました。この日を楽しみにしていた子ども達は、院生が登場しただけで大興

奮でした。5グループに分かれ、万華鏡作りをしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

けやきのすくわく⑤ 

                      2025.10.2 



各グループに分かれ、自己紹介（名前、好きな食べ物など）をして、少し仲良くなったら 

万華鏡作りのはじまりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

けやきさん、院生のお兄

さんお姉さんに 

ドキドキ！！ 

 

少人数グループでの活動です。 

作業の途中、難しいところは院生に教えてもら

いながら完成を目指し頑張っていました。 

万華鏡の円柱部分はトイレットペーパーの芯を

使用しましたが、その他のパーツは青野研究室

の皆様が３Dプリンターでピッタリ合うように

作成してくれました。 

中島ゆうし保育園けやき組、特製万華鏡です 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    今回は 3つの変身万華鏡を 

 作りました。1つの土台で（３つ）見え方が

異なる不思議な万華鏡です。１つ出来上がるた

びに子ども達から「すごい」「なにこれ？」と 

出来上がった万華鏡を院生や職員に見てもらっ

たり、友達同士で交換したりして楽しんでいま

した。 

作り終えた後に、青野先生から３Dプリンター

で作ったパーツの動画を見せてもらい、 

今回作った万華鏡③（１ページ目参照） 

「よぞらのまんげきょう」についての 

お話をしてもらいました。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

青野先生のお話の中で、万華鏡「きらきらよぞらのまんげきょう」が映し出す輝きが星空に似

ているという話になりました。子ども達は保育園の帰りに星を見たことがあることや、プラネ

タリウムに行ったことがあると身近に見える星に興味を持っていました。 

次の活動も子ども達の「なぜ？」「どうして？」「もっと知りたい！」の好奇心や探究心が深め

られるような活動を考えていきます。 

 

 

 

「きらきらよぞらのまんげきょう」で、電球の光を当ててみていた子どもが「あれ？さっきと

ちがう」と何度も万華鏡をのぞき込んでいました。話を聞くと、さっきみたときにはもっと虹

色だったとのこと。その話を聞いていた他の子が太陽の光だと虹色にみえることを教えてくれ

ました。自然光と蛍光灯の光の出方が違うことを知り、職員に知らせてくれた表情がキラキラ

していてとても印象的でした。なぜ色の出方が違ったのかは、この先の学校の勉強で知ること

になりますが、自分達で気が付いて学んだこの経験こそ次への興味関心へと繋がるのではない

でしょうか。 
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